阿波根昌鴻さんのお話

於伊江島反戦平和資料館（1994.1）

皆さん、遠いところをこの不便な離島までおいでいただいて、心から感謝申し上げます。これから、農民の、さる戦争の体験によって学んだこと、考えたことを報告させていただきたいと思います。30分でありますから、また農民の体験でありますから、間違いもあると思いますので、その点御理解の上お聞きになっていただきたいと思います。

◇日本を「神の国」と信じていた

私は1903(明治36)年の生まれで、今年92歳になっておりますが、今度の戦争によって、人間というのはこんなに恐ろしい生き物かということを体験したのであります。それと同時に、人間というものはこんなに愚かな生き物であるかということを反省するようになりました。そこで、この資料館をつくりましたのは、恐ろしい生き物にならないようにしてもらいたい、愚かな人間にならないようにしてもらいたい、それを念願して訴え続けておる訳であります。

それでは、どんな愚かな人間であったかと申しますと、一口で申し上げますと、日本は「神の国」、アメリカは「鬼の国」、今滅ぼしておかないと日本はひどいことになる、そう上から言われたので、そのまま守ったのであります。私達無学の農民だけがこれを守ったと思っておりましたら、『戦後の昭和史を歩く』(共同通信社)に、美辞麗句を並べて国民を苦しめるような戦争をやってはいけない、と言って、二等兵にとられて南方に送られた、とあります。国民の200名足らずが同じことを言ったために殺されたと書いてあります。それ以外の日本国民皆それを信じました。「八紘一字(世界を天皇中心の一つの家にする)の聖戦で東洋永遠の平和」「道義外交」そして「鬼畜米英」「神国日本」、「神の国」である日本が世界の人を幸せにするための戦争である、こんな美辞麗句を日本の宗教家が世界に向かって、日本の戦争を支持してほしいと世界の言葉に訳して送ったと、この本にありますよ。

そして1941(昭和16)年、戦争は始まりました。皆さん方のような青年が人間兵器となって出陣する。「万歳」「君(天皇)に忠、親に孝」「滅私奉公」、1943(昭和18)年までは目本が勝っておりました。1944(昭和19)年からは日本が負け始めました。そうすると沖縄では、台湾上陸か沖縄上陸かと敵の話、それと同時に、日本軍の南京大虐殺の話が始まりました。悪魔でもこんな悪いことはできないと私は思いました。「鬼畜アメリカ」は子供を一寸切り、女も殺す。殺されるのは不名誉で「国賊」で自分で死ねば靖国神社に祀られる。この伊江島からも、「お父さん、靖国で会いましょうね」と家からそう言って出て、今も遺族の人は戦死した息子にと言って靖国神社に行く。畳の上で死ぬのは犬死に、戦場で死んだら神となり、これより名誉はない。沖縄ではそれを信じて集団自決、部落を集めて叩き殺す。私はその集団自決の白骨を見ましたが、かわいそうとも、よくやったとも思わない。死ぬのがいいか生きるのがいいかわからない、沖縄中、日本中総発狂であったと思う訳です。

それが、戦争が終わると、アメリカ兵は死んだお母さんの傍に赤ちゃんが生きておったら、助けてきてミルクを飲ませて育てる。一人も虐殺したとは聞いていない。私達は日本が戦争に負けて、初めて考える人間になりました。それまでは上からの命令に服従するだけ、意見もない、権利もわからない。そこで日本を「神の国」かどうか考えてみると、日本は台湾を取り、朝鮮を取り、「満州」を取り、ハワイも取ろうとした強盗の国ではなかったかと考えるようになりました。そして、虐殺をしないアメリカは民主主義の国、キリスト教の国、リンカーン、フランクリン、ワシントンの国。その時私達はアメリカが「神の国」で、日本は「鬼の国」ではなかったかと考えるようになりました。アメリカ様々でした。

◇アメリカ軍はアメリカに帰りなさい

私達は、戦争さえなければもう何もいらない、というふうに考えまして、私達で平和をつくろう、平和でありさえすれば人間に幸せはある、不幸はない、と。そして、人間でも、助け合って共に生きるのが幸せであり、本当の人間である。殺してまで奪い取る、これは「鬼畜」であり悪魔でおる。だから、私達は人間になって、百まで生きても幸せの道、幸せに自由に、良心に生きる人間になろう。

時間のようですが、大急きでやらないといけませんね。アメリカ様々しておりましたら、1955年、アメリカ軍は伊江島に上陸してきて、お願いする農民を縛りあげて家を取り上げ、核戦争準備の練習地にしてしまいました。それを見て、私達は、やっぱりアメリカは「鬼畜」だ、どう闘えばよいかということで、アメリカの軍人だから戦争のことしかわからないと思ったら、日本のことを文化習慣から歴史まで何でも知っておる。私達は日本におって、何もわからない。「一等国民」「神の国」「負けたことがない」「神風が吹く」そういうものを信じていた。そこで、アメリカと闘うには勉強しなければならないとわかりまして、私は63歳から、頭の勉強は東京港区にある中央労働学院、心の勉強も必要で、それは京都山科四宮にある一灯園というところで勉強して帰りました。

その時、アメリカはミサイルを持って来て、中国とソ連に向けて据えておりましたから、私達はそこへ座り込んで、帰りなさい、もう戦争は終った。ここは私達の土地である。あなた方の土地はインディアンから取ったアメリカ大陸だ、そこに帰りなさい。あなた方がやっていることは、日本の戦犯や600万も殺したドイツのヒトラーの真似だから、そのようなことはやめてもらいたい。このままだとアメリカは滅ぶ。私達の言う通りにしたら、アメリカは繁栄する。嘘と思うなら聖書を読みなさい。剣を取る者は剣で滅ぶ。そう言ったら、4日目には外して、島の63%の基地も半分に減らして、その半分も島から撤去する約束まで、させたのであります。

◇心の勉強を

私達は今、日本政府に向かっては、日本の平和憲法を守りなさい、アメリカ政府に向かっても、平和を守りなさい、と、そして、軍備もしません、戦争もやりません、と、そして、この資料館をつくって、平和をつくろうと呼びかけておるのであります。どうか皆さん、この阿波根が92歳で頑張っておるのも、皆さん方に申し上げたいのも、我々は何のために勉強するのか、何のために働くのか、何のために生きておるのか、その使命や義務はどこにあるのか、それは生命を大事にする、世界から武器をなくする、主権在民、日本の政府にも平和憲法を守らし、アメリカにも、そして世界各国にも、世界で一番立派な平和憲法を守らせていくのが、我々の使命であるというふうに考えて、頑張って勉強も続けておるのであります。

どうか皆さん方も、この大事な地球から武器をなくする、不幸をなくするための義務と使命がお互いにある、そのために生きて勉強もする。一番尊い使命があることを忘れないように。学校での教科書も大事、だがそれより平和をつくるための勉強、心の勉強が5倍も10倍も必要。この私も京都に行って勉強してきましたから、アメリカの大統領に向かっても、あなた方のやることはドイヅのヒトラーの真似だよ、日本の死刑にされた戦犯の真似だよ、そんな真似はやめなさいさもないとアメリカは必ず滅ぶ、と言うことができる。どうか皆さん方も、心の勉強をされて、お互いともに頑張ってもらいたい。スウェーデン、デンマークは180年戦争がなく、犯罪もない日本は毎日の新聞も犯罪でいっぱい。学校ではいじめ。これもお互い、我々が怠けておるからではないか、互いに人の義務を果たしてないと、このおじいは深く反省しておる訳であります。どうか皆さん、心の勉強、命を大切にする勉強を、頑張っていただきたいと思います。(拍手)
